
様式第１号 

 

令和 ３ 年度 学校経営計画書 

 

学校番号  12 学 校 名 静岡県立袋井特別支援学校 校 長 名   岩附 祥子 

 

１ 目指す学校像 

(1) 教育目標 

自ら光る子を育てる ～人間ならではの感性を働かせて豊かに生きる～ 

(2) 目指す学校像 

ア 安心して生活、学習できる学校   【安全・安心な学校】 

イ 自分の力を精いっぱい発揮できる学校【子ども主体の学校】 

ウ 保護者、地域とともに歩む学校   【開かれた学校】 

 

 （3）目標具現化の柱 

ア 学びを支える環境をつくる 

イ 学びを積み上げる授業をつくる 

ウ 学びを豊かにする心と体をつくる 

エ 学びを広げる関係をつくる 

 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）＊「業務改善」についても記入する。 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア  学びを支える環境をつくる 

１ 
安全性・機能性を踏まえた
学習環境の実現 

・物の廃棄と用途・使用頻度
を考慮した物の配置換え 

安全性と使いやすさの点か
ら、廊下の整理が進んだ。 

総務課 
学部 

２
① 

危機・安全への対応力の向
上 

・マニュアルの改訂と簡易マ 
ニュアルの作成・配付 
・職員初動訓練の実施 

いつでもマニュアルを確認
でき、初動がとれる。 

危機管理課 

２
② 

新型コロナウイルスへの対
応の強化 

・動画等による対策の周知 
・教職員の健康管理の啓発 

感染防止策を遵守し校務に
あたっている。 

保健給食課 

２
③ 

安全な医療的ケアの実施 

・全職員対象の研修の実施 
・学部会等を利用したケアの
様子や緊急時の対応の共有 
・マニュアルの見直しと周知 

・医療的ケアの基本的事項
を理解している。(全職員) 
・緊急時対応について保護
者との共通理解が進んだ。 

保健給食課 

３ 
教職員の高い人権意識によ
るより良い学校風土の醸成 

・全体人権研修 年１回 
・人権チェック 年３回 

多様性を受容する姿勢をも
って人と接している。 

生徒指導課 

４ 
年間指導計画の見直しと
効果的な活用 

・定期的な評価改善の実施 
・全学部統一した様式による
作成と見直し 

大切なこと、５つの視点、
つながりを踏まえた計画を
作成し指導を行っている。 

教務課 

５ 
ＩＣＴ活用による校務の
効率化 

・印刷物デジタル化の推進 
・ＩＣＴ活用研修会の実施 
・ＩＣＴ活用に効果的な機器
の購入と環境整備 

ＩＣＴの活用によって、授
業準備・分掌業務等に費や
す時間が短縮した。 

図書情報課 

６ 
学校課題を踏まえた短中
長期的な予算計画の策定
と予算執行 

・目的に基づいた予算策定及
び校内共通理解のための周知 
・課題解決のための時節を捉
えた柔軟な予算執行 

課題を見据えた予算計画を
策定し、効果的な予算執行
ができた。 

事務部 

７
① 

教育公務員としての高い
倫理観の維持 

・校長講話 年 12回 
・スマイル研修 年３回 

「信頼される教職員であり
続ける」との意識を持ち、
常に行動をしている。 

管理職 
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  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

７
② 

働き方改革の推進 
・各自で使える時間確保のた
めの業務の見直しと削減 
・個々の働き方への指導助言 

自分で使える時間を効率的
に活用して、時間外勤務が
前年と比べ減った。 

管理職 

イ 学びを積み上げる授業をつくる 

１ 
深い学びへと導く授業づ
くり 

深い学びを観点とした単元
等の事前検討と学習評価・授
業評価等の事後検討の充実 

深い学びを実現するため、
何をどのように学ぶかを大
切に授業展開している。 

研修課 

２ 
各教科等を合わせた指導
の授業力の向上 

・理解を深める研修の実施 
・解決したい課題や問いを大
切にした単元の検討 

学校生活上の課題をとらえ
て単元を設定している。 

研修課 

３ 
国語・算数(数学)の継続し
た指導の充実 

「目標・内容の一覧」基にし
た、実態-指導-評価の確立 

「目標・内容の一覧」を基
にした内容に取り組み、評
価を次へとつなげている。 

学部 

４ 
自立活動への理解と指導
力の向上 

・学習指導要領を活用した自
立活動学習会の実施 
・他職種連携研修の実施 

６区分 27 項目を基に実態
－課題－支援を設定し、課
題解決に取り組めている。 

自立活動課 

５ 
自己実現を図るための 12
年間のつながりのある指
導の実施 

・育みたい“人間ならではの
感性”を共有した実践及び
評価 

“人間ならではの感性”を
踏まえて目標設定し、指導
をしている。 

学部 

６ 
ＯＪＴ等を含めた研修体
制の再構築 

・研修体制整備の検討 
・研修内容一覧の作成 
・ＯＪＴのしくみの導入 

研修で学んだことを子供の
成長につなげることができ
ている。 

学部  
研修課他 

７ 
子供たちがＩＣＴを活用
する機会の確保と活用へ
の理解向上 

・ＩＣＴ（iPad）への効果的
な学習アプリの導入 
・ＩＣＴ活用実践例の伝達 

ＩＣＴを活用して、子供た
ちの学びを深めることがで
きてきた。 

図書情報課 

ウ 学びを豊かにする心と体をつくる 

１ 
他の人との関わり、集団や
社会との関わりに関する
こと等、道徳心の育成 

・高生徒会による呼びかけと
全校取り組み週間の設置 
・道徳全体計画を基にした各
学部の指導計画の作成 

自ら挨拶、ありがとう、笑
顔を心がけ、子供たちにも
その大切さを伝えている。 

学部 

２ 
健康・安全への意識・知識・
行動力など、命を守る力の
育成 

学部の状況、発達段階に応じ
た、体つくり運動や性指導の
実施 学部毎に計画立案 

体力・清潔・感染症予防等
への理解と行動を高めるよ
う指導を行っている。 

体育課 
保健給食課 

３ 
自他を尊重する心情と互
いに認め合う態度等、人権
感覚の育成 

・「友達のよいところを見つ
けよう」週間 年２回 
・対話的な学びを意識した道
徳授業の計画 

自身の意見を述べる、他者
の意見を聞くなどの機会を
確保している。 

生徒指導課 

４ 
表現方法の獲得と表現す
る喜びを味わう経験によ
る表現力の育成 

・授業実践データのストック 
・美術作品校内展示の学部間
交流 年３回 

表現の喜びを味わえるよう
様々な素材、表現等に触れ
る機会を確保している。 

文化芸術課 

５ 
読書活動を通じた感情や
情景を読み取る力、表現
力、想像力等の向上 

・小集団によるお話会の実施 
・読書週間に合わせたお薦め
本の紹介、親子読書の実施等 

お話を聞いたり、本を読ん
だりする機会の確保や働き
かけをしている。 

図書情報課 

エ 学びを広げる関係をつくる 

１ 
地域で生きる土台をつくる
ための交流活動の充実 

・打ち合わせシートの活用 
・事後評価の実施と今後の体
制、支援の共有 

交流の意義への理解が高ま
り、打ち合わせや実施がスム
ーズになってきた。 

支援連携課 

２ 
関係機関との連携による
個別案件への対応の強化 

・役割の明確化と情報共有 
・主訴、課題の整理後、支援
会議の実施 
・ＩＣＴを取り入れた新たな
連携(会議)の在り方の構築 

関係機関双方向からのアプ
ローチがみられ、スピーデ
ィな対応ができている。 

支援連携課 
進路指導課 



様式第１号 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

３ 
個別の教育支援計画・個別
の指導計画の効果的な活
用 

・職員説明会 年度当初 
・中間評価の実施と保護報告
（連絡ノート等の活用） 

ＰＤＣＡを回す時間的ゆと
りが生まれ、関係者との共
通理解が高まった。 

教務課 
学部 

４ 
積極的な情報発信による
外部機関、地域、保護者等
とのつながりの強化 

・主要行事等のＨＰ即日掲載 
・ＨＰで事業所情報を入手で
きる外部リンクの設置 

情報を受け取る側にたった
タイムリーで分かりやすい
発信ができている。 

広報課  
進路指導課 

５ 
子供をど真ん中に置いた本
校と袋井市の双方向からの
支援の充実 

・迅速な対応を可能とする連
絡調整機能の簡素化 
・事前情報の交換、主訴の明
確化 

本校から袋井市へ、袋井市か
ら本校への支援のしくみが
構築されてきた。 

管理職 
学部主事 
支援連携課 

 
 


